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研究成果の概要（和文）： 

本プロジェクトは、ユニバーサル・ミュージアム（誰もが楽しめる博物館）の具体像を模索す
る多様な研究活動を展開した。２０１１年１０月にはプロジェクトの成果発表を目的とする公
開シンポジウム「ユニバーサル・ミュージアムの理論と実践」を国立民族学博物館で行なった。
吹田市立博物館の実験展示「さわる－五感の挑戦」（２００９年・２０１０年）、特別展「さわ
る－みんなで楽しむ博物館」（２０１１年）の開催に当たっては、展示コンセプトの立案、資料
選定などで協力した。 
  
研究成果の概要（英文）： 
  This project has been engaged in various kinds of activities to create a universal museum 
that all can enjoy. In October 2011, we had a symposium “Theory and Practice of the 
Universal Museum: An Encouragement of Tactual Learning” at the National Museum of 
Ethnology. The Suita City Museum held a thematic exhibition “Touch: Exploring the New 
Field of Five Senses” both in 2009 and in 2010, and also a special exhibition “Touch: 
a Museum That All Can Enjoy” in 2011. Our project has played an important role to support 
these exhibitions in Suita. 
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１．研究開始当初の背景 
(１)２００６年に廣瀬が担当する企画展「さ

わる文字、さわる世界」が国立民族学博
物館で開催される（日本におけるユニバ
ーサル・ミュージアムをめざす実践的取

り組みの萌芽）。 
(２)２００６年から５年間、小山が主導する

実験展示「さわる－五感の挑戦」が吹田
市立博物館で毎年実施される（ユニバー
サル・ミュージアム研究の地道な継続）。 
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(３)２００７年に広瀬編著『だれもが楽しめ
るユニバーサル・ミュージアム』（読書
工房）が刊行される（単なる障害者対応、
バリアフリーという発想でなく、博物館
の新たな可能性を切り開く「ユニバーサ
ル・ミュージアム」の国際的な潮流を日
本に紹介）。 

(４)２００７年に廣瀬が慶応義塾大学で体
験型ワークショップ「手学問のすゝめ」
を企画・運営する（「ユニバーサル・デ
ザイン」に対する社会的関心の広がり、
「さわる展示」「触覚芸術」を求めるニ
ーズの高まり）。 

 
２．研究の目的 
(１)視覚障害者の日常的な触覚活用術を応

用し、ユニバーサルな「さわる展示」の
コンセプトを構築する。 

(２)各地の博物館で研究会、ワークショップ
を積み重ね、「さわる展示」の意義を検
証するとともに、実現までの課題を探る。 

(３)ユニバーサル・ミュージアムの実践事例
を広く一般に紹介するシンポジウムを
実施し、その成果報告書をまとめる。 

(４)「博物館が社会を変える」というスロー
ガンを掲げ、大学（高等教育）、観光（ま
ちづくり）などの分野と連携し、「さわ
る展示」の有効性と普遍性を宣揚する。 

 
３．研究の方法 
(１)各地の盲学校などの協力の下、視覚障害

者の参加を呼びかけ、「さわって創る」
陶芸ワークショップを行なった（２０１
０年１月、２０１０年６月、２０１１年
７月）。 

(２)「さわる展示」の意義と課題について、
全国の研究協力者を交え議論を繰り返
した（２０１０年３月、２０１１年３月、
２０１２年３月）。 

(３)日本博物館協会、全日本博物館学会、日
本ミュージアム・マネージメント学会の
後援を得て、国立民族学博物館において
公開シンポジウム「ユニバーサル・ミュ
ージアムの理論と実践－博物館から始
まる『手学問のすゝめ』」を実施した（２
０１１年１０月）。 

(４)大学における障害学生支援、観光のユニ
バーサル・デザイン化をテーマとする公
開講演会、座談会を主催した（２０１０
年３月、２０１２年３月）。 

 
４．研究成果 
(１)「さわって創る」陶芸ワークショップで

制作された作品は吹田市立博物館（２０
１０年６月・２０１１年９月）、青森県
立美術館（２０１１年１１月）、滋賀県
立陶芸の森（２０１１年１２月）などで

展示され、好評を博した（→巡回展の開
催を視野に入れた作品の継続的収集が
必要である）。 

(２)「さわる展示」の意義と課題に関する本
プロジェクトの議論を参考として、12 年
３月に国立民族学博物館のインフォメ
ーション・ゾーンに「世界をさわる－感
じて広がる」コーナーが新設された（→
民博の「さわる展示」常設化は先駆的な
試みであり、今後のユニバーサル・ミュ
ージアム研究の拠点となることが期待
される）。 

(３)本プロジェクトの成果報告書として廣
瀬編著の単行本『さわって楽しむ博物館
－ユニバーサル・ミュージアムの可能
性』（青弓社）が２０１２年５月に刊行
された（→「視覚障害者からの発信」
(from the blind)の理念に立脚する本書
は、世界的にも類例のないユニークなユ
ニバーサル・ミュージアムの研究書と位
置づけることができる）。 

(４)本プロジェクトを発展させる形で、12 年
秋には幅広い分野の専門家を結集し、
「触文化に関する人類学的研究」に取り
組む共同研究会を組織する予定である
（→博物館をベースとしつつ、アート・
福祉・教育学・心理学・建築学などを結
びつける本格的なユニバーサル・ミュー
ジアム研究に着手する）。 
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